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	スライド番号 1
	○キャリア・シフトチェンジとは�　 職業生活の中で、高年齢期に達する前段階のある時期に、これまで培っ �  てきた知識、スキル、行動特性、職業観等を棚卸しし、高年齢期の働き方に  �  向けて“仕事の型”を作り直していくことを意味する言葉で、「日本人材マネ  �  ジメント協会（ＪＳＨＲＭ）リサーチプロジェクト」が命名しました。��○ワークショップについて�　 本ワークショップは、ＪＳＨＲＭリサーチプロジェクトの研究成果を基に�   「中央職業能力開発協会（ＪＡＶＡＤＡ）」が開発した研修プログラム�  と能力開発支援ツールを使用し、ＪＡＶＡＤＡが認定したインストラクター�  により実施されるものです。��○プログラムについて�　・「再任用制度」　※内閣人事局による説明�　 ・「キャリア・シフトチェンジ」について（講義）�　 ・自己分析、行動計画策定（個人ワーク）�　 ・事例検討、意見交換（グループワーク）��○受講対象者・募集人数�　・各府省に勤務する５５歳以上の職員で、将来、再任用を希望する職員�　 ・各府省の人事等担当者（５０歳以上の者が望ましい）�　 ・最大２４名

